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読書活動支援者育成事業県中地区研修会 

本事業は、子どもの読書環境を充実させ、生涯にわたる望ましい読書習慣を形成することをねらいと

して実施しています。 

今年度も、地域で読書活動を推進するボランティアの方々や各学校の先生方、図書館職員の方々を対

象として、６月１８日（木）、約４０名に参加いただき開催しました。 

 

○講 話     浪江まち物語つたえ隊    岡  洋子 氏 
       紙芝居で伝えたいこと ～東日本大震災の記憶をたどる～ 

岡氏から、東日本大震災・原発事故による、ご自身の避難体験をもとに、震災

講話をいただきました。「浪江請戸小学校物語『奇跡の避難』」「浪江町消防団物語

『無念』」の２作の紙芝居を通して、当時の町民の苦悩が改めて伝わってきまし

た。多くの参加者が涙しながら、この体験を語り継ぐ重要性を強く感じることが

できました。「本当にあったことを、心を込めて語り続けたい。」という岡氏の言

葉が心に残りました。 

 

 

 

 

 
○講義・演習   絵本よみきかせセラピー® 山田 昭彦 氏 

～絵本を通して自分の心と向き合いましょう～ 

「ぼくは泣きました」「しあわせのバケツ」の２冊の絵本を使い、 絵本よみ    

きかせセラピー®の演習を行いました。山田氏の問いかけについて考えなが   

ら、お互いの感じたことを伝え合い、称賛し合うことで、読み手が絵本を通  

して自分の心と向き合う素晴らしさを実感することができました。参加者同   

士の心が満たされていく様子が手に取るように伝わり、会場がとても温かい 

雰囲気に包れ、全員の「しあわせのバケツ」がいっぱいになりました。 

 

 

 

 

 

 

福島県教育庁県中教育事務所社会教育だより 

読書の夏到来。本を開いて新しい世界に出会ってみませんか。わくわくしたり、知識を深めたり、

一冊の本との出会いが心を豊かにしてくれます。この夏、読書で特別な時間を過ごしましょう。総務

社会教育課では、絵本の読み聞かせを担当する方々を対象とした研修会を開催しました。今回は、そ

の様子についてお伝えします。あわせて、ビブリオバトルについてお知らせいたします。 

読書活動特集 ～読書の夏！～ 



            

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第５次福島県子ども読書活動推進計画について 

子どもの読書活動は、「子どもが、言葉を選び、感性を磨き、表現力を高め、 

創造力を豊かなものにし、人生をより深く生きる力を身に付けていく上で欠か

すことのできないもの」であるとともに、乳幼児の読み聞かせから始まる子ど

もの読書活動は、知的、情緒的、精神発達的にも大きな役割を果たし、子ども

たちが心身ともに健やかに成長していくために重要なものです。 

「子ども読書活動推進」は、この計画に沿って取り組んでまいります。 

詳細については、社会教育課HP、または、右のQRコードからも閲 

覧できます。 

    

 

 

 

 

 

今年もビブリオバ

トルの熱い夏がやっ

てきました！ 

中・校生の発表者

の申込み〆切は 7月

31日（金）となっ

ています。申し込ま

れる方は、各学校の

担当の先生へご相談

ください。 

観戦を希望される

方の申込みは 8月

21日（金）まで受

付しております。 

たくさんの参加者

をお待ちしておりま

す。 
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